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第

回

市
議
会
定
例
会
終
ろ

消
防
庁
舎
寄
附
金
三
百
万
円

今
年
第
二
回
十
日
町
市
議
会
定
例
会
は
去
る
六
月
二
十
七
日
開
会
、
一
般
質
問
三
十
六
件
を
始
め
議
案

十
五
件
、
諸
願
陳
情
各
一
件
が
審
議
さ
れ
、
二
十
八
日
閉
会
し
ま
し
た
。
一
般
質
間
は
市
政
全
般
に
わ

た
り
、
今
後
の
見
通
し
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
間
見
解
が
朋
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
十
五
議
案
中

特
に
目
立
つ
も
の
は
、
消
防
庁
舎
建
識
資
金
と
し
て
関
芳
織
物
株
式
会
社
か
ら
三
百
万
円
の
寄
付
採
納

が
あ
り
、
ほ
か
に
職
員
の
給
与
改
正
並
び
に
事
務
改
善
用
機
械
購
入
な
ど
の
追
加
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

◎
醐
般
質
問
で
は

十
日
町
小
学
校
建
築
に
つ
い
て
補

助
起
債
の
見
通
し
や
現
在
校
舎
あ
と

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
質
間
に
対

し
て
、
補
助
額
に
つ
い
て
は
既
報
の

通
り
で
あ
り
、
起
債
に
つ
い
て
は
目

下
関
係
省
庁
に
接
捗
中
で
、
具
体

的
な
数
字
は
八
月
上
旬
頃
確
定
の

見
込
み
、
旧
校
舎
あ
と
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
①
市
公
民
舘
③
市
民
図
省

舘
③
市
立
保
育
所
④
母
子
寮
な
ど
の

建
設
を
考
え
て
い
る
旨
の
見
解
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
ガ
ス
事
藁
の
見
通
し
、

道
路
閲
題
、
信
濃
川
改
修
、
風
水
害

対
策
、
鉄
道
間
題
、
観
光
、
衛
生
問

題
、
商
工
問
題
な
ど
而
政
全
艘
に
わ

た
り
市
政
に
対
す
る
熱
意
の
ほ
ど
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
案
に
つ
い
て
は

▽
寄
付
採
納
聾
消
防
庁
舎
建
設
資
金

と
し
て
三
百
万
円
を
始
め
、
消
防
ボ

ン
ブ
、
器
具
置
場
、
火
の
見
や
ぐ
ら

電
蓄
ス
テ
レ
オ
な
ど
七
件
、
合
計
三

百
四
十
九
万
三
千
六
百
円
、
テ
レ
ビ

ニ
芦
（
一
四
万
五
千
円
相
当
）
土
地

三
件
へ
八
五
八
坪
）
計
五
件
の
得
付

物
件
な
ど
。

▽
追
加
更
正
予
算
腿
十
日
町
市
一
般

職
員
の
給
与
改
正
は
、
か
ね
て
人
事

院
か
ら
の
勧
告
に
よ
る
給
与
の
な
か

だ
る
み
是
正
に
つ
い
て
県
下
の
と
っ

ぷ
を
切
っ
て
改
正
に
ふ
み
切
り
ま
し

た
。
　
こ
れ
に
よ
り
今
年
四
月
に
さ
か
の

ぼ
り
最
高
千
百
円
か
ら
最
低
百
二
十

円
の
給
与
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し

た
。◎
営
造
物
の
設
匿
に
つ
い
て

日十（羅鑛易鶉）

士
百
夜
半
か
ら
十
日
町
市
を

襲
っ
た
豪
雨
は
最
高
百
三
十
、
、
ゾ
に

達
し
至
る
所
に
災
害
が
発
生
し
た

の
で
十
三
日
午
前
市
で
は
緊
急
水

害
対
策
本
部
を
設
け
各
諜
か
ら

半
数
の
職
員
を
動
員
被
害
状
況
の

は
握
に
当
る
ほ
か
資
材
の
配
分
並

び
に
被
害
防
止
の
監
醤
指
揮
に
あ

た
っ
た
。

主
な
被
警
は

◎
道
路
四
＋
一
ヵ
所
三
百
五
†
騎

　
被
害
額
四
百
三
十
五
万
円

◎
護
岸
二
十
ヵ
所
六
百
八
十
五
麿

　
被
警
額
五
千
百
万
円

◎
構
塁
倉

二
ヵ
所
四
百
四
十
五
材

被
害
翻
四
百
二
士
万
円

被
害
額
六
千
二
百
万

第45号①

小
河
川
大
氾
濫

未
曾
有
の
豪
雨

　
被
害
額
二
百
万
円

◎
頭
薄
工
水
路
な
ど
十
九
耽
区
十

　
受
益
面
積
四
百
町
歩

◎
田
の
流
失
埋
没
三
町
歩

被
害
額
七
＋
万
円

合
計
六
千
二
百
二
十
五
万
円
に
の

ぼ
り
被
害
状
況
不
明
の
箇
所
に
つ

い
て
は
十
四
日
か
ら
特
別
調
査
班

を
編
成
市
内
の
被
害
状
況
を
見
回

り
し
て
い
ま
す
か
ら
届
出
の
な
い

箇
所
に
つ
い
て
は
被
害
の
場
所
、

状
況
な
ど
を
嘱
託
員
を
通
じ
市
役

所
建
殼
課
並
び
に
産
業
課
憂
は
出

張
所
へ
御
連
絡
願
い
ま
す
。

　
な
ほ
今
回
の
水
害
に
あ
た
り
土

建
業
者
、
丸
通
を
始
め
各
位
か
ら

多
大
の
御
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
咋
年
度
に
引
き
続
き
川
治
谷
内
丑

地
内
に
市
営
住
宅
（
第
二
種
木
造
平

家
建
）
二
十
戸
が
建
築
さ
れ
ま
す
。

　
竣
工
予
定
は
十
月
中
旬
で
入
居
予

定
は
十
一
月
一
日
、
な
お
今
年
度
の

工
事
は
、
指
名
競
舶
入
礼
の
結
果
、

徳
永
建
殿
丁
業
が
建
築
致
し
ま
す
。

　以上

十
五
識
案
と
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
．

◎
諸
願
に
つ
い
て
は
市
民
体
育
舘
の

建
殼
に
関
す
る
請
願
（
常
任
委
員
付

託
）

◎
陳
情
に
つ
い
て
は
保
育
所
及
び
託

児
所
の
設
置
に
関
す
る
陳
情
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◎
行
政
事
務
改
善
の
一
環
と
し
て
事

務
改
輯
用
の
機
械
購
入
費
八
十
万
円

な
ど
今
回
の
追
加
更
正
予
箪
額
は

差
引
六
百
五
十
一
万
円
余
り
と
な
り

予
算
総
額
は
二
億
八
千
七
百
三
十
八

万
六
千
四
百
五
十
円
と
な
り
ま
し

た
。
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ご
協
力
を
感
謝
し
ま
す

昭
和
三
十
四
年
度
の
市
税
収
納
状
一

億
二
千
七
百
四
十
二
万
八
千
五
百
八

舗
箆
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鷺
転
襲
塾
齢
講
都
型
叢
補

　
市
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
旧
接
市

民
の
声
を
聞
き
、
こ
れ
を
市
行
政
に

．
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反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
去
る
七

月
一
日
、
下
条
輿
下
組
小
単
按
で
関 　

係
帥
域
の
地
元
民
多
数
を
集
め
て
市

　
政
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
村
山
市
長
は
じ
め
中
町
市

　
橿
室
長
及
び
各
課
長
ら
が
出
席
し
て

　
関
係
帥
域
に
お
け
る
当
面
の
間
題
に

　
つ
い
て
要
望
や
ら
意
見
が
摺
発
に
出

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
地
域
で
は
農
道
の
新
鍛
、
道

　
路
の
改
修
等
が
主
な
要
望
串
項
と
し

　
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
特
に
山
地
道
路

　
を
改
良
し
て
県
道
に
昇
格
さ
せ
将
来

　
市
内
バ
ス
路
線
を
輿
現
さ
せ
よ
う
と

　
い
う
強
い
方
針
が
打
出
さ
れ
ま
し

　
た
。
な
お
こ
の
他
各
課
長
か
ら
夫
六

　
関
係
し
た
什
禦
に
つ
い
て
の
事
務
的

　
な
問
題
に
つ
い
て
種
六
説
朗
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
村
山
巾
長
は

　
懇
談
に
先
立
っ
て
簡
単
な
市
政
報
告

　
を
行
い
こ
れ
か
ら
の
農
、
業
に
つ
い
て

　
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
指
針
を
述
べ

、、、、、、、、、、、、ヤヤ“m
（、、、、、￥￥、、、￥￥、、、、￥、￥、曳

ま
し
た
。

　
菌
近
の
国
民
所
得
は
七
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て

い
る
が
農
民
所
得
は
わ
す
か
三
パ
ー

セ
ン
ト
し
か
増
え
て
い
な
い
。
こ
の

ま
＼
で
ゅ
く
と
農
民
所
得
は
何
ら
か

の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
増
加
は
望
め
・

な
い
現
在
の
農
業
も
今
後
た
ん
臼
農

即
ち
養
豚
、
養
鶏
、
更
に
ビ
タ
ミ
ン

農
業
（
果
実
）
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
蔓
燃
料
に
お
い
て
も
薪
、
木
炭

か
ら
液
体
燃
料
．
更
に
核
燃
料
の
時
代

に
入
ろ
う
と
し
て
お
り
や
が
て
食
生

活
や
燃
料
革
命
が
や
っ
て
く
る
ご
と

は
当
然
で
こ
の
た
め
こ
れ
か
ら
の
農
・

業
経
営
は
よ
ほ
ど
慎
軍
に
充
分
ご
れ

ら
の
時
代
の
す
う
勢
を
キ
ャ
ッ
チ
し

そ
の
跨
代
に
即
応
し
た
経
営
を
考
え

常
に
改
善
に
鍔
力
を
拡
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

五
円
が
納
ま
り
昨
年
度
の
収
納
率
九

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
同
率
と
い
う
成
績

．
で
し
た
。
市
民
税
で
は
法
人
を
除
い

“
て
一
千
八
十
一
万
六
千
九
百
二
十
円

に
対
し
て
納
ま
っ
た
の
は
一
千
七
百

．
二
十
七
万
一
千
八
百
三
十
円
、
固
定

資
醒
税
は
七
千
七
百
九
十
六
万
八
千
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科

）
度
税
税
税
税
税
税
税
越

額
　
産
爵
車
引
ス
画
繰

轡
晶
取
壽

税
　
定
　
ば
動
材
気
市
納

市
規
固
市
た
自
木
電
都
滞

四
百
六
十
円
の
課
税
額
に
対
し
て
七

一
千
四
百
五
十
八
万
六
重
二
＋
八
円
が

納
ま
り
い
す
れ
も
咋
年
度
と
同
率
の
9

収
納
成
績
で
し
た
。
ま
た
前
年
度
か
…

一
ら
繰
越
し
た
滞
納
税
は
一
千
三
百
十
㎜

一　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

九
万
四
百
四
十
六
円
で
こ
れ
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
納
ま
っ
た
額
は
四
百
二
十
万
六
千

二
百
二
十
七
円
で
し
た
。
こ
の
よ
う

繧
縮
簾
禦
難
鱒
嬬

「そ
と
嬬
民
の
讐
ん
の
鐘
解
と

む
協
プ
の
賜
で
当
局
と
し
て
ま
こ
と

に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
が
三
十
五

一
年
度
の
納
税
に
つ
い
て
も
一
思
の
ご

｝
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
各
税
目
別
の
市
税
収
入
成
績

は
別
項
の
と
お
り
で
す
。

国
民
年
金
適
用
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
調
査
に
ご
協
力
を

き
ょ
出
制
国
民
年
金
制
度
は
い
よ
月
三
十
一
日
ま
で
に
住
れ
た
日
本
国
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ヨ

…
官
虐
脇
題
は
た
め
る
ぺ
か
・
．

　
　
　
璽
葉
の
孟

　
　
「
ス
ミ
マ
セ
ン
・
・
：
：
」

い
よ
来
る
十
月
一
日
か
ら
被
保
険
者

の
届
出
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
市
町
村
．

を
経
て
県
に
進
達
さ
れ
ま
す
と
県
で

は
そ
の
書
類
に
よ
っ
て
国
民
年
金
手

帳
を
作
成
し
て
、
市
町
村
経
由
本
人

の
手
も
と
に
渡
し
、
被
保
険
者
と
な

っ
た
人
は
、
来
年
の
四
月
一
日
か
ら

こ
の
手
帳
に
国
曳
年
金
印
紙
を
は
っ

て
市
町
村
長
の
検
認
を
受
け
、
こ
れ

で
保
険
料
納
入
が
す
む
と
い
う
段
ど

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県
の
該
当

者
は
大
体
七
十
二
万
人
と
み
ら
れ
る

の
で
こ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
県

下
五
ヵ
所
（
新
潟
、
長
岡
、
高
田
、

三
条
、
新
発
田
）
の
社
会
保
険
出
張

所
に
国
民
年
金
事
務
を
取
扱
う
課
を

新
議
し
て
、
市
町
村
と
の
連
絡
に
当

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
七
十
二
万
人
と
い

う
数
が
果
し
て
妥
当
空
あ
る
か
ど
う
、

か
県
下
奈
世
帯
に
つ
い
て
調
査
を
し
．

強
制
適
用
と
な
る
者
、
任
恵
加
入
と

な
る
者
、
保
険
料
免
除
に
な
る
者
を
、

適
格
に
は
握
し
よ
う
と
す
る
の
が
七

月
一
日
を
期
し
て
行
わ
れ
る
国
民
年

金
適
用
の
世
帯
調
査
の
目
的
で
す
。

な
お
こ
の
際
、
保
険
料
前
納
制
度

，
（
何
年
分
か
の
保
険
料
を
前
納
す
れ

ば
劃
引
さ
れ
る
）
を
利
用
さ
れ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
付
帯
的
に
調
査

す
る
こ
と
に
な
“
、
て
い
ま
す
。

「
調
査
の
対
象
」

　
各
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
員
の
う

ち
日
本
に
住
所
を
有
す
る
明
治
三
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
十
七
月
三

民
が
対
象
と
な
り
ま
す
．
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
る
人
は
年
令
的
に

二
十
才
以
上
五
十
才
禾
溝
の
場
合
が

一
強
制
適
用
五
十
才
以
上
五
十
五
才
未

満
の
場
合
が
任
意
加
入
と
な
っ
て
い

ま
す
（
い
す
れ
も
三
十
六
年
四
月
一

日
現
在
）
従
っ
て
明
治
三
十
九
月
四

日
一
日
生
れ
の
人
は
任
意
加
入
の
で

き
る
年
令
の
上
の
限
界
の
人
で
あ
り

昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
牛
れ
と

い
う
の
は
三
十
六
年
度
中
に
二
十
才

に
逮
す
る
下
の
限
界
の
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
危
険
物
取
扱
者
指
定
講
習

　
新
し
い
消
防
法
に
よ
り
、
危
険
物

販
扱
室
任
者
に
対
す
る
矧
事
の
指
定

・
講
凋
が
県
下
各
地
に
竹
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
咋
年
の
九
月
二
十
九
日
以
前

　
い

（～（
　
ノ
　
ハ
、
～
　
、
～
F
、
’
、
～
r
、
’
、
～
、
、
、
、
、
セ
r
≧
、
ζ

　
最
近
の
県
下
産
葉
純
済
は
数
量
景

気
に
よ
り
順
調
な
上
界
線
を
た
ど
っ

て
お
り
こ
れ
に
伴
い
資
金
需
要
も
相

当
活
発
で
あ
り
ま
す
の
で
ま
す
ま
す

中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
新
潟
県
信
用
協
会
で
は
本
年
度
中

一
、
兀
特
別
融
資
保
翫
を
目
標
三
億
二
千

万
を
も
っ
て
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
何
卒
首
利
用
下
さ

い
。一

、
融
資
保
課
目
．
標
額
三
億
二
千
万

　
円

D『

に
市
晴
村
に
免
状
を
も
っ
た
人
は
必

す
こ
の
講
習
を
う
け
て
下
さ
い
。
こ

の
講
習
を
う
け
な
い
と
そ
の
免
状
は

来
年
三
月
三
十
一
日
限
り
で
無
効
と

な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

な
お
県
外
で
免
許
を
と
っ
た
人
で
こ

の
講
習
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
き
は
、
す
ぐ
に
県
消
防
課
ま
た
は

十
日
町
市
消
防
署
に
申
し
出
て
下
さ

い
。
後
日
受
講
票
を
送
り
ま
す
。

　
　
〔
七
月
の
講
闇
日
程
〕

◎
期
日
日

　
　
一
回
…
7
・
1
2
～
7
・
1
4
日
ま
唾

　
一
一
回
…
7
●
21
～
7
●
2
3
日
ま
で

　
三
回
…
7
●
2
5
～
7
●
2
7
日
ま
で

◎
時
間
耳
午
前
九
時
よ
り

◎
場
所
豚

一
吉
町
織
物
詣
（
奈
ー
ル
）

品
物
は
信
用
の
あ
る
店
で

夏
の
犯
罪
防
止

磁
韓
縫
騨
蛾
齢

…
薦
誤
靖
π
隷
畷

一
そ
れ
か
ら
よ
く
見
て
い
る
と
農
家
の

㎜
方
の
よ
う
な
格
構
を
し
て
露
天
商
か

㎜
ら
六
足
百
円
で
買
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
し

㎜
．
な
が
ら
帰
っ
て
ゆ
く
方
を
見
か
け
る

㎜
が
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
サ
ク
ラ
」
で
あ

…
る
。
こ
う
い
う
も
の
に
は
必
す
サ
ク

㎜
ラ
が
い
て
お
客
の
買
気
を
あ
お
る
の

…
が
普
通
で
あ
る
。
十
分
用
心
し
な
け

…
れ
ば
な
ら
な
い
。
品
物
は
信
用
あ
る

…
店
で
買
う
こ
と
が
防
止
の
第
一
条
件

宝
あ
る
か
象
零
部
に
鰹
し
て

二
被
害
防
止
に
つ
と
め
て
い
た
だ
き
た

一
、
。
τ
　
ー

　
七
月
は
ス
リ
と
盤
犯
罪
が
多
い
季

節
で
す
。
契
祭
り
も
各
地
に
開
か
れ

こ
れ
に
伴
い
い
ろ
く
の
犯
罪
が
発

生
し
易
い
時
期
で
す
。
こ
こ
で
十
日

町
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ひ
と

つ
。
そ
れ
は
。
う
ま
い
話
に
は
必
ず

ア
ナ
が
あ
る
、
街
頭
に
お
け
る
悪
質

露
天
商
に
注
意
と
の
こ
と
。

　
世
の
中
に
一
夜
千
金
の
よ
う
な
う

ま
い
話
は
そ
う
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で

な
い
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
そ
こ
に

　
　
1
ー
き
曳
』
二
甲
O
O
O
●

中
元
特
別
融
資
実
施
を

は
必
ず
不
、
正
が
あ
る
の
が
常
で
あ

る
。
と
く
に
街
頭
に
お
い
て
本
当
に

安
売
す
る
よ
う
な
口
上
を
述
べ
て
、

餐
果
め
を
し
て
い
る
街
頭
露
天
商
の

中
に
は
と
に
か
ぐ
不
正
な
者
が
沢
山

い
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
”
六
呈
百
円
に
ま
け
る
”
ガ

と
い
「
六
足
h
．
百
円
の
と
こ
ろ
百
円

ま
け
て
四
百
円
に
す
る
」
と
い
う
の

が
常
で
あ
っ
て
六
足
百
円
だ
と
県
合

点
す
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
災
難
に

告
知
板

多
…

　
木
材
、
製
材
業
者
の
登

へ
録
に
つ
い
て

　
最
近
禾
登
録
の
木
材
、
製
材
秦
者

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
自
家
用
は

別
と
し
て
売
買
を
目
的
と
し
た
立
木

及
び
素
材
の
伐
採
、
移
渤
は
県
条
例
・

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
登
録
許
司

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
無
許
可

で
行
う
と
嗣
せ
ら
れ
ま
す
の
で
該
当

者
は
早
急
に
登
録
許
可
申
請
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
該
当
者
闘
現
在
木
材
榮
、
製
材
榮

　
　
（
自
家
用
は
除
く
）
を
経
営
し
許

　
可
を
受
け
て
い
な
い
者
、
ま
た
は

　
木
材
、
製
材
業
を
始
め
よ
う
と
す

　
る
者
。

◎
申
請
方
法
“
登
銀
許
司
申
請
昏

㎜い

二
、
融
資
金
融
機
関

　
県
内
の
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用

　
金
庫
、
信
用
組
合
、
商
工
中
金
、

　
国
民
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金
融

　
公
庫
の
各
本
店
麦
店
。

三
、
貸
付
対
象
県
内
の
中
小
企
榮

　
者
、
但
し
遊
興
、
楽
娯
簿
の
不
急

　
不
要
の
業
橦
を
除
く

四
、
資
金
の
使
途
　
中
元
決
算
用
運

転
資
金

五
、
貸
付
条
件

　
①
命
額
　
従
来
の
取
扱
ど
お
り
五

　
　
士
万
円
ま
で
は
痩
所
、
五
十
万

　
　
円
以
E
は
本
所
扱
い
と
な
る
。

　
②
期
間
原
則
と
し
て
三
ヵ
月

　
⑧
利
率
　
各
金
融
機
関
の
貸
出
利

　
　
率
に
よ
る

　
④
保
証
人
　
一
名
以
上
、
但
し
必

　
　
要
に
よ
り
担
保
を
徴
す
る
こ
と

　
　
が
あ
る

　
⑤
保
証
料
　
臼
歩
六
厘

六
、
取
扱
機
関
　
昭
利
三
十
五
年
七
’

　
月
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

七
、
申
込
販
扱
期
間

　
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
本
所
及
麦

　
所
、
融
資
金
融
機
関
、
市
町
村
、
．

　
商
丁
会
議
所
、
商
工
会

　
　
（
用
紙
は
十
日
町
市
昭
和
町
三
丁

　
目
中
魚
木
材
組
合
に
あ
り
ま
す
）

　
を
二
部
作
成
し
、
鄭
事
宛
に
提
出

　
す
る
。

謀
お
鍾
毒
羅
ま
た

一
は
木
材
組
合
（
電
賭
二
九
五
六
番
）

一
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。

　
税
務
署
か
ら
お
し
ら
せ

　
所
得
税
の
予
定
納
税
に
つ
い
て

　
今
年
七
月
一
日
か
ら
一
期
分
の
予

定
納
税
が
は
じ
ま
り
基
準
額
の
三
分

の
一
を
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
は
七
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
曜
に
あ
た

一
る
の
で
八
月
一
日
ま
で
と
な
り
ま
し

一
た
。
新
規
に
開
藁
し
た
人
も
お
忘
れ

な
く
予
定
申
告
と
予
定
納
税
を
。

　
不
明
の
点
は
乙
遠
慮
な
く
税
務
署

－
へ
お
間
合
せ
下
さ
い
。



（2）（金曜日）昭和3S年7月15日りよだ政市町日十（霧鑛易調）第45号

鰹難難

謀
騰
鷺
灘
難
薫
胴
雛
難
お
舗
馨
こ
れ
か
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
必
要
な
時
期
は
出
、
穂
士
五
～
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
干
を
行
っ
て
根
に
酸
素
を
供
給
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
や
る
と
根
が
健
全
に
育
つ
、
今
年
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
あ
ち
こ
ち
に
縦
腐
や
赤
枯
の
病
状
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穂
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
く
酸
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畳
外
は
隔
温
時
に
地
温
が
昇
ら
な
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潅
水
三
日
落
水
を
或
期
間
繰
り
返
す

穂
肥
旺
中
間
追
肥
を
廃
止
し
適
正
な

穂
肥
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

出
穂
前
早
生
は
十
八
～
二
十
中
晩
生

は
二
十
五
日
頃
が
適
期
で
．
施
用
効
果

の
高
い
時
で
あ
る
。
特
に
出
穂
十
五

～
八
日
位
の
間
は
籾
数
に
影
響
す
る

時
期
で
あ
る
の
で
窒
素
と
加
里
肥
料

よ
う
な
水
¢
か
け
引
き
が
必
髪
と
な
一
の
不
足
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

ぞ
く
る
．
　
　
　
蓬
チ
や
箒
蓮
れ
、
鍵
は

過
繁
等
の
傾
向
で
あ
る
。
、
至
る
処
菓

イ
モ
チ
が
発
生
、
防
除
中
で
あ
る
が

穂
頚
に
移
行
す
る
慮
が
多
分
に
あ
る

葉
イ
モ
チ
と
は
異
っ
て
穂
頚
イ
モ
チ

は
出
て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
か

ら
出
穂
直
前
に
一
斉
契
は
共
同
で
．
水

銀
粉
剤
な
ど
を
撤
茄
す
る
。

住
み
よ
い
街
に

　
　
　
カ
や
ハ
エ
を
な
く
し
よ
う

家
畜
の
衛
生
と
畜
舎
の
清

掃
に
つ
い
て

こ
の
ほ
ど
保
健
所
と
衛
生
課
で
は

嶺
蕪
一
轟
一
巽
“
一
一
一
”
巽
巽
総
一
輯
一
嚢
諮
幅
糞
“
“
藝
菱
韮
一
一
一
藷
一
韮
巽
一
騨
輯
一
強
韮
巽
一
”
皿
E
垂
…
彗
一
轟
”
…
一
疑
＝
…
藝
韮
”
巽
一
一
一
…
巽
…
“
一
…
霧
・

恐
し

い
伝
染
病
を
防
き

夏
の
健
康
を
守
り
ま
し
よ
う

　
　
去
る
六
月
二
十
日
市
内
吉
田
小
泉

　
に
赤
痢
患
者
が
発
生
し
、
約
半
月
間

に
三
十
一
名
が
集
団
発
病
し
ま
し

　
た
。
こ
の
た
め
市
衛
隼
課
で
は
同
地

　
域
の
一
せ
い
消
毒
を
す
る
一
方
懸
命

　
に
予
防
活
動
を
展
開
し
検
便
な
ど
も

舞
し
て
鷲
の
黍
防
止
に
努
め
一

慧
饗
薦
塁

　
す
と
、
河
水
や
用
水
路
査
水
遊
び
を

　
し
た
り
洗
濯
や
そ
の
他
の
洗
い
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
し
て
そ
の
ま
ま
の
手
で
飲
食
物
の
調

．
，
埋
や
子
供
の
お
や
つ
、
赤
ち
ゃ
ん
の

　
授
乳
な
ど
が
原
因
で
ぽ
な
い
か
と
思

　
い
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の
よ
う
に
河
水

｝
褻
・
罰
デ
イ
ル
ド
リ
ン
、
エ

｛
　
ン
ド
リ
ン
、
ア
ル
ド
リ
ン
に
よ
り

　
剛
水
田
及
び
畑
作
害
虫
を
防
除
す
る

　
　
に
際
し
魚
類
に
及
ば
す
影
響
を
考

㎞
え
、
安
全
な
防
除
を
行
う
た
め
、

岬
次
の
事
項
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

㌦
一
、
デ
ル
ド
リ
ン
粉
剤

｝
1
、
水
田
に
お
け
る
使
用

　
　
（
イ
）
　
撒
布
薬
剤
の
流
入
す
る
恐

｝
　
れ
の
あ
る
河
川
、
湖
沼
、
池
、

川
　
養
魚
池
、
養
魚
田
等
の
魚
獲
に

隔
　
関
係
深
い
も
の
に
隣
接
し
て
い

岬
　
な
い
地
域
で
の
み
使
用
す
る
こ

“
　
と
。

　
”
（
ロ
）
　
撒
布
後
の
便
用
器
具
、
衣

　
　
　
服
の
洗
浄
及
び
容
盟
鰻
液
の
処

や
用
取
等
で
、
汚
物
は
絶
対
に
洗
わ
な

い
よ
う
6
注
意
願
い
ま
す
。

　
赤
痢
を
無
く
す
る
に
は
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
赤
痢
は
人
間
の
手
か
ら

や
っ
て
く
る
手
か
ら
ロ
ヘ
…
－
で
は

は
用
便
の
あ
と
、
調
埋
の
前
、
食
事

｝
の
前
・
綾
の
あ
と
・
雑
布
か
け
の

へ

…
俵
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
等
。
こ
の

位
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
た

だ
手
を
洗
う
と
い
っ
て
も
普
通
の
水

譲
篠
難
馳
躍
鰭

「
　
　
　
ト

と
い
う
よ
う
に
口
に
入
れ
る
も
の
さ

蚕
を
つ
け
れ
矯
箆
か
あ
な

【
い
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
す
。

薇
籔
人
の
宰
姿
も
ち
ろ

ん
食
物
に
熱
を
と
お
す
事
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
赤
痢
、
チ
フ
ズ
菌
の
媒

介
で
あ
る
ハ
エ
や
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が

大
切
で
す
。
赤
痢
と
共
に
こ
れ
ら
の

伝
染
病
の
一
つ
腸
チ
フ
ス
や
パ
ラ
チ

バ
イ
菌
が
ど
う
し
て
手
に
つ
く
か
と

い
い
ま
す
と
赤
痢
菌
は
患
者
の
腸
の

中
に
お
り
便
と
と
も
に
外
に
出
て
そ

れ
が
私
達
の
甲
か
ら
口
に
入
っ
て
感

染
す
る
わ
け
で
す
。
手
を
洗
う
時
期

…
一
一
剛
”
一
鵬
．
一
。
一
．
鱈
β
一
爾
一
．
q
一
．
．
．
一
晶
層
＝
＝
騙
馳
．
．
一
．
岬
＝
＝
一
一
．
‘
置
”
＝
＝
二
爾
＝
爾
3
＝
呂
＝
．
一
一
＝
3
＝
一
・
．
．
．
＝
＝
＝
＝
昌
鴫
一
3
＝
＝
｝
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
簿
は
河
川
、
湖
沼
、
池
、
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
池
、
養
魚
田
等
の
魚
類
に
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
を
与
え
な
い
所
で
行
う
よ
う

で
洗
わ
な
い
で
う
す
め
た
ク
レ
ソ
ー

ル
水
三
％
で
消
毒
す
る
か
逆
性
石
け

ん
を
約
五
倍
に
し
て
ま
ず
手
を
水
で

ぬ
ら
し
、
こ
の
石
け
ん
を
数
滴
た
ら

し
手
を
．
も
ん
で
こ
す
り
合
わ
せ
て
そ

贋
．
．
ω
－
．
一
陶
．
．
．
．
．
卿
噂
一
卿
・
一
．
．
．
一
一
．
齢
一
…
鳴
．
．
…
齢
騙
層
…
一
－
．
9
贋
一
爾
3
…
・
9
．
．
卿
一
．
一
…
三
．
＝
」
＝
三
三
三
≡
三
。
一
三
・
三
5

ヒ
と
。
も
し
で
き
な
け
れ
ば
滞
水

　
状
態
で
撒
布
し
当
分
の
閻
掛
流

　
し
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　
厳
璽
に
注
意
す
る
こ
と
。
　
　
　
2
、
畑
地
に
お
け
る
使
用

（
ハ
）
防
除
の
対
象
は
稲
カ
ラ
バ
　
（
イ
）
水
田
に
お
け
る
使
用
方
法

　
工
に
退
り
、
品
種
簿
．
を
考
慮
し
　
　
の
（
イ
×
ロ
）
の
項
を
厳
守
す
る

水
田
・
畑
作
の

　
　
　
　
　
　
ト
リ
ン
剤
使
用
に
注
意

　
て
必
要
あ
る
水
田
の
み
に
撒
布

　
し
、
集
団
防
除
を
行
わ
な
い
こ

　
と
。

（
二
）
で
き
る
だ
け
排
水
後
に
撒

布
し
、
五
日
位
放
置
し
て
か
ら

　潅水し

滞
水
状
態
に
保
つ
こ

　
こ
と
。

二
、
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
乳
剤
、
水
和

剤1
、
水
田
に
お
い
て
は
使
用
し
な

　
い
こ
と
。

2
、
畑
地
に
お
け
る
使
用
は
デ
ィ

…
フ
ス
は
予
防
接
種
を
し
て
い
ま
す
の

…
で
比
較
的
発
生
も
少
な
い
の
で
す
が

一
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
病
気
も

一
赤
痢
と
同
じ
く
食
物
や
水
な
ど
に
よ

【
つ
毒
し
ま
す
・

　
ル
ド
リ
ン
粉
剤
の
畑
地
使
用
方
仰

　
法
に
準
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
恥

三
、
エ
ン
ド
リ
ン
乳
剤
　
　
　
　
一

1
、
水
田
に
お
い
て
は
使
用
し
な
川

　
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

2
、
畑
地
に
お
け
る
使
用
は
デ
ィ
一

　
ル
ド
リ
ン
料
剤
の
畑
地
便
用
方
隔

　
法
に
準
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
…

四
、
ア
ル
ド
リ
ン
紛
剤
、
乳
剤
、
　
岬

水
利
剤
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
水
田
及
び
畑
地
に
お
け
る
使
用
一

　
は
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
粉
剤
の
水
田
闘

使
用
方
法
の
（
イ
）
、
（
ロ
）
を
厳
㎞

　守する

こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）
　
隔

＝
一
．
一
．
一
一
一
一
．
．
9
．
9
一
騨
一
．
甲
9
．
．
．
一
一
⇔
一
…
一
－
一
＝
9
膨
・
…
．
一
膨
一
9
卿
g
…
．
．
”
．
一
臼
・
…
．
．
一
9
9
…
・
…
”
三
…
…
・
…
…
ワ
＝
…
…
・
”
…
＝
・
…
3
…
監
…
・
…
、
一
…
3
…
一
…
・
三
。
…
…
、
・
…
，
三
9
…
…
3
…
崩

◎
全
般
概
況
　
こ
の
期
間
つ
ゆ
気
味

の
天
気
に
な
り
易
い
時
期
は
上
旬
お

よ
び
中
旬
の
後
半
で
そ
れ
に
下
旬
前

半
頃
で
気
温
は
時
六
低
目
に
な
り
、

ま
た
一
時
的
に
大
雨
の
降
る
所
が
あ

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
の
時
期
は
比

較
的
夏
型
の
天
気
が
現
わ
れ
気
温
も

上
が
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
つ
ゆ
あ

け
は
平
年
よ
り
お
そ
く
下
旬
半
ば
頃

に
な
り
そ
う
で
又
台
風
は
月
の
後
半

党
～
》
、
．
」
本
土
に
接
近
す
る
も

ハ
　
　
　
の

豪
鯨
あ
難
窮

蕊
慈
蓬
蓬

筋
灘
瀦
灘

｝
七
篇
翻
稿
観
舗

e
《
ピ
，
一
す
つ
き
易
い
日
が
多

く
な
り
ま
し
よ
う
。
気
温
は
従
半
低

目
に
な
り
ま
す
が
平
年
並
、
降
水
量

は
や
＼
多
い
が
．
平
年
並
女
日
照
は
平

年
並
の
見
込
み
で
す
。

下
旬
引
つ
＞
き
天
気
は
不
安
定
で

一
時
的
に
大
雨
の
降
る
所
も
あ
り
ま

す
。
旬
を
通
じ
て
の
．
平
均
気
温
は
や

＼
高
ぐ
、
降
水
量
は
や
＼
多
く
反
日

照
は
．
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

特
別
渚
掃
地
域
内
の
畜
舎
を
拝
見
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
多
忙
な
時
期

で
も
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
八

十
％
が
注
意
申
し
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
夏
の
衛
生
は

特
に
穴
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
守
っ
て
清
潔
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
厩
肥
の
始
末
は
二
H
以
内
に
他
人

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
作
場
に
運
ん
で

下
さ
い
。

②
畜
舎
の
し
尿
溜
か
ら
流
れ
出
な
い

よ
う
に
必
す
汲
販
っ
て
始
末
す
る
こ

と
。

③
畜
舎
網
が
ほ
と
ん
ど
破
損
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
張
替
え
て
必
す
閉
め
一

て
お
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
｝

④
飼
入
窮
が
響
の
外
に
出
亘

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
一

⑤
肥
出
を
し
た
際
に
は
B
H
C
か
D
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

D
T
を
撒
布
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
一

畜
舎
喜
虫
の
駆
除
　
　
　
㎜
…

　
臼
い
テ
ー
プ
（
布
な
ら
尚
更
よ
い
）
…
…

に
D
D
T
を
主
と
し
た
乳
剤
か
油
剤
…
働

を
良
く
塗
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
数
本
㎜
…

畜
舎
の
中
に
吊
し
て
お
き
ま
す
と
、
協

ソ
ン
剤
は
一
番
家
畜
に
被
害
が
な
い
…
卿

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
の
撤
布
㎜
…

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

ご
み
は
ゴ
ミ
箱
へ
　
　
　
川
…

お
母
さ
ん
へ
四
人
の
ね
が
い

　
　
　
　
i
夏
休
み
の
子
供
の
プ
ラ
ン
ー

な
つ
や
す
み
が
や
っ
て
来
ま
す
。

も
っ
と
も
話
し
や
す
い
お
母
さ
ん

二
週
間
位
は
完
全
に
そ
れ
に
と
ま
っ
鵠
へ
、
四
人
の
子
ど
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ

た
カ
や
ハ
エ
け
死
に
ま
す
。
女
マ
ラ
…
…
の
ね
が
い
を
申
し
上
げ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
家
中
の
人
六
に
も
き
か
せ

場
合
は
こ
う
い
う
薬
剤
を
、
選
ん
矩
下
…
”
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
通
知
表
を
も
ら
っ
て
来
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
…
は
、
ご
く
ろ
う
だ
っ
た
ね
」
と
一
言

　
住
み
よ
い
明
る
い
市
づ
く
り
に
み
隅
い
っ
て
下
さ
い
・
あ
ま
り
成
績
の
よ

ん
な
協
刀
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
く
な
い
通
知
衷
な
の
で
、
お
母
さ
ん

間
運
轡
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
び
が
す
ぎ
た
か
ら
で
は
な
い
の
？
」

②
ゴ
、
、
、
箱
は
必
す
フ
タ
付
の
箱
を
備
鵬
な
ど
と
怒
り
の
粛
が
出
そ
う
に
は
・

え
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
”
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
卿
な
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
私
だ
っ

③
川
や
側
溝
に
ゴ
、
、
、
を
捨
て
な
い
こ
ぞ
薯
憲
い
肇
も
吃
た
わ

と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
…
け
で
な
く
、
一
し
ょ
う
け
ん
め
い
に

④
た
と
え
小
さ
な
茶
わ
ん
か
け
で
も
…
㎜
や
っ
た
つ
も
り
な
の
で
す
か
ら
…
。

直
に
聞
き
、
大
い
に
が
ん
ば
る
意
欲

も
わ
い
て
来
ま
す
。
何
だ
か
自
分
の

不
勉
強
の
結
果
を
、
お
母
さ
ん
に
も

分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
虫
の

よ
さ
と
、
た
よ
り
な
さ
が
あ
る
よ
う

な
感
じ
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
と
し
て
、
お
母
さ
ん

に
お
願
い
す
る
こ
と
ば
と
し
て
お
き

き
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん

　
僕
が
遊
び
に
出
て
行
く
．
時
と
か
、

水
泳
に
行
く
時
な
ど
、
こ
っ
そ
り
と

わ
が
家
の
次
郎
と
し
て
の
感
じ
を
充

分
身
に
つ
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
「
い
つ
も
手
つ
だ

っ
て
く
れ
と
い
う
て
い
る
の
に
口
ご

た
え
ば
か
り
し
て
い
て
、
さ
っ
ぱ
り

な
の
に
、
今
さ
ら
そ
ん
な
こ
と
言
っ

て
も
信
じ
な
い
よ
」
な
ど
と
、
お
っ

し
ゃ
ら
な
い
で
、
せ
っ
か
く
、
休
の

意
味
を
大
い
に
考
え
た
僕
の
気
待
を

推
察
し
て
下
さ
っ
て
、
「
次
郎
が
そ

ん
な
に
言
う
な
ら
ば
、
思
う
存
分
や

ら
せ
て
み
た
り
、
話
相
手
と
し
て
入

れ
て
行
ご
う
よ
」
と
い
う
こ
と
を
お

戸
レ
や
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
長
い
休
み
で
も
な
け
れ

に
と
っ
て
は
頁
剣
な
問
題
な
の
で
す

か
ら
…
・
・
…
。

　
お
母
さ
ん

　
こ
の
休
み
は
、
の
び
の
び
と
私
の

休
み
に
し
た
い
と
思
ヨ
マ
．
い
ま
す
か

ら
、
応
授
し
て
下
さ
い
。
ま
す
、
朝

飯
が
す
ん
だ
ら
二
時
間
う
ん
と
勉
強

し
ょ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
間
は

友
達
が
来
て
も
、
面
臼
い
漫
画
の
本

が
あ
っ
て
も
、
学
校
か
ら
出
さ
れ
た

問
題
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
私
の

計
画
し
た
勉
強
を
う
ん
と
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
時
間
は
仕
車
を
い
い
つ
け
た
り
し

な
い
で
下
さ
い
ま
せ
ん
か
．

嬢
鰐
欝
騨
砺
鍵
灘
霧
雛
憂
靴
難
緩
縫
撃
鞭
漁
鑛
難

写
真
（
上
）

　
　
　
（
右
）

み
に
入
っ
た
ニ
ヨ
百
は
、
お
母
さ
ん

も
「
水
泳
に
は
一
人
で
行

う
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と
か

「
遠
く
へ
出
て
行
ぐ
時
に

は
必
す
家
の
誰
か
に
話
し

て
行
く
ん
だ
よ
」
と
か
念

羅
轄
墾

同
じ
事
を
漁
意
さ
れ
る
こ

ん
で
ば
か
り
い
る
こ
と
に

も
気
が
ひ
け
ま
す
し
、
そ

っ
た
っ
て
心
配
な
い
さ
」

な
に
蒔
間
に
お
い
か
け
ら
れ
て
い
ら

水
が
溜
ぞ
い
る
と
季
フ
ラ
の
誰
薯
ろ
ん
遊
び
過
莚
り
、
饗
か
を
お
し
て
壽
わ
れ
る
け
…
…

生
源
と
な
り
ま
す
か
ら
充
分
注
意
し
陥
え
っ
て
か
ら
も
漫
画
本
や
テ
レ
ビ
を
れ
と
も
・
休
み
も
五
日
六

て
水
溜
は
取
除
く
こ
と
。
　
　
　
　
…
伽
み
る
の
に
黙
中
し
す
ぎ
て
、
勉
強
し

⑤
魚
の
空
箱
や
汚
れ
た
空
箱
は
取
り
聯
な
か
っ
た
こ
と
は
私
の
わ
る
い
こ
と

こ
わ
し
て
ハ
エ
の
巣
に
な
ら
な
い
よ
陥
だ
と
気
が
つ
い
て
い
ま
す
し
、
そ
う
う
で
す
。
僕
は
、
何
回
も

う
に
片
付
け
て
お
く
こ
と
。
　
　
　
…
㎜
し
た
こ
と
も
成
績
に
関
係
し
た
か
も

⑥
下
水
溝
は
隣
近
所
話
し
合
っ
て
週
概
し
れ
な
い
等
と
思
い
反
省
は
し
て
い
と
は
い
や
だ
し
、
毎
出
遊
…
㎜

に
一
回
は
清
掃
し
て
下
さ
い
。
　
　
…
…
ま
す
。
単
期
末
に
な
る
ご
と
に
私
は

カ
や
ハ
エ
の
駆
除
　
　
　
㎜
…
お
母
さ
ん
の
ニ
ガ
ム
シ
を
か
み
つ
ぶ

①
な
ん
と
℃
て
も
発
濠
梨
鑑
し
た
よ
う
棄
機
げ
ん
藻
憲
と
れ
に
水
．
澄
「
天
存
㎜
…

難
繕
犠
…
購
榊
禦
饗
垂
饗
”
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
そ
り
誰
に
も
告
げ
ず
に
行
ぐ
よ
う

子
供
相
撲
大
会

大
江
戸
の
鐘
維
新
道
中

　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
コ
　
　
　
じ
　
じ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ

に
　
　
　
　
　
コ

器
＞
＞
器

…
…
　
　
　
…
…

ご
つ
㎜
㎜

…
…
ζ

｝
…
つ

”
”
　
　
　
　
　
”
”

…
…
“
、
　
…
…

”
”
カ
㎜
…

　
　
　
　
　
…
…

っ
し
ゃ
る
の
か
も
わ
か
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
。
家
族
の

み
ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
一

日
中
些
活
で
き
る
こ
と
は
、

あ
る
意
昧
で
は
大
変
、
自
由

が
そ
く
ば
く
さ
れ
る
よ
う
で

く
る
し
い
ん
で
す
が
、
し
か

し
次
郎
も
少
し
は
大
人
に
な

う
て
来
ま
し
た
の
で
考
え
方

も
か
わ
っ
て
来
た
こ
と
を
案

し
て
下
さ
っ
て
、
次
郎
の
ね

が
い
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
僕
は
今

か
ら
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
と
い

う
計
画
表
を
、
た
の
し
み
に

し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
出
来
上
っ
た
ら
お
母

な
い
と
勅
果
が
あ
脇
も
反
省
し
て
、
こ
の
休
み
に
は
大
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
見
て
も
ら
っ
て
相
談
し
、
家

り
ま
せ
ん
・
驚
と
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
な
り
ま
す
．
新
聞
な
ど
で
水
死
と
の
仕
謹
碁
加
し
、
僕
の
百

璽
内
に
薬
剤
鉱
も
の
は
、
と
り
か
え
そ
2
罰
蕩
譲
が
報
ぜ
ら
れ
る
度
に
、
こ
れ
が
、
僕
ひ
と
り
の
勝
手
な
百
だ

攣
る
場
合
に
難
馨
難
尋
蒸
難
篶
鹸
鰻
甕
軽
映
鮨
、
物

は
就
寝
前
に
坪
当
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
…
…
し
か
も
激
し
く
叱
り
っ
ば
な
し
に
す
な
つ
て
し
ま
う
の
で
す
。
僕
だ
っ
て
て
い
ま
す
。
「
次
郎
も
成
長
し
た
な

り
O
．
二
勺
位
の
卿
…

　
　
　
　
　
　
…
酬
る
も
の
で
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
叱
っ
　
母
さ
ん
に
お
願
い
な
ん
だ
け
れ
ど

④
ハ
エ
は
日
中
最
隅

　
　
　
　
　
　
…
㎜
て
頂
い
て
も
け
っ
こ
う
な
ん
で
す
が
　
も
．
時
汝
僕
に
や
は
り
、
注
意
し
て

も
集
ま
っ
て
い
る
㎜
…
…
。
で
す
か
ら
・
「
花
子
・
こ
の
と
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

と
こ
ろ
は
室
馨
こ
ろ
は
器
彊
っ
養
輩
期
「
太
郎
き
ょ
農
ぎ
へ
行
く
ん

井
で
す
。
折
鶴
や
”
…

　
　
　
　
　
　
謝
は
う
ん
と
が
ん
ば
っ
て
、
と
り
も
ど
だ
ね
？
」
と
僕
が
忘
れ
て
い
て
も
話

紙
テ
ー
プ
に
踵
さ
な
く
て
は
毯
課
ね
・
た
か
し
か
け
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
．

を
浸
透
さ
せ
適
当
㎜
…
わ
け
が
あ
っ
た
ん
だ
な
か
ろ
う
か
　
　
お
母
さ
ん

な
方
法
で
吊
下
げ
慨
ね
。
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
お
だ
や
　
　
僕
も
こ
の
休
み
に
は
・
「
今
年
こ

あ
り
ま
す
。
　
　
㎜
…
げ
ま
す
よ
う
な
∬
場
で
言
っ
て
下
さ
を
手
つ
だ
っ
た
り
・
家
の
人
の
話
し

　
　
　
　
　
　
　
…
…
る
な
ら
ば
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
私
も
累
の
中
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

難
輪
鱒
難
酸
噸
鏡
巌
藻
雛
離
＠
羅
難
襲
蕎
軋
凝
の
び
磐

所
に
撒
布
す
る
・
皿
落
通
製
響
き
菅
れ
た
り
す
わ
け
な
窒
∬
が
：
．
．
．
．
．
そ
れ
藷
る
の
慮
課
か
と
、
た
の
し
み
に
ん
方
に
も
仲
間
に
入
っ
て
も
ら
ぞ

し
て
い
る
の
餐
す
か
ら
、
「
ど
う
せ

だ
め
な
ん
だ
よ
、
次
郎
は
」
な
ど
と

最
初
か
ら
頭
ご
な
し
に
お
っ
し
ゃ
ら

な
い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
山
へ
行
く
の
も
海
へ

行
く
の
も
い
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

あ
る
程
度
の
こ
と
は
学
校
で
も
計
画

が
し
て
あ
っ
て
友
達
と
共
に
た
の
し

達
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
に
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。
お
友
達
と
前
の
日
に

相
談
し
て
お
い
て
、
お
互
い
の
勉
強

に
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
、
た
の
し
く
一
し
よ
に
遊
べ
る
時

間
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
午
前

中
で
だ
い
た
い
二
時
間
位
で
す
．

　
お
ひ
る
を
た
ぺ
た
ら
、
ひ
る
．
ね
を

一
時
間
位
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
先
生
が
健
康
法
と
し
て
夏
休
み
の

ひ
る
ね
を
一
時
間
か
ら
一
蒔
間
位
す

る
の
は
い
い
こ
と
だ
よ
と
お
っ
し
ゃ

た
こ
と
を
実
行
し
て
み
よ
う
と
お
も

い
ま
す
。
し
か
し
あ
つ
く
て
ね
む
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
ひ

る
ね
な
ん
て
今
ま
で
し
た
こ
と
も
な

い
の
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は
な
か
な

か
困
難
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

な
に
し
ろ
夏
休
み
の
大
切
な
ね
ら
い

の
一
つ
は
体
の
健
康
を
と
り
も
ど

し
、
と
と
の
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
で
、
す
し
、
私
も
体
が
あ
ま

り
丈
夫
で
も
な
い
の
で
、
考
え
た
の

て
す
。
次
に
、
ひ
る
ね
か
ら
眼
を
さ

ま
し
た
ら
、
友
達
と
相
談
を
し
て
、

山
へ
行
っ
て
木
か
げ
で
本
を
よ
ん
だ

て
お
く
と
効
果
が
饗
薯
薯
、
馨
さ
め
萱
は
豪
族
の
喜
し
て
大
い
に
筆
ま
れ
る
し
く
み
が
あ
り
亨
が
蒙
の
休
み
が
お
わ
る
ま
歪
傭
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
に
自
分
を
ど
う
位
置
づ
け
て
厚
い
本
を
よ
ん
だ
と
い
う
よ
ろ
こ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
近
頃
の
僕
を
も
ち
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
話
し
あ
い
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
夜
は

家
の
人
と
い
ろ
い
ろ
話
し
あ
い
を
し

ダ
涼
み
な
が
ら
夜
空
を
な
が
め
た
り

し
た
い
と
た
の
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
　
夜
は
学
校
や
友
だ
ち
か
ら
借
り
て

き
た
本
を
づ
っ
と
よ
み
通
し
て
、
こ

一95一




